
 

 

 

 

 

 

２０２０事業年度 

 

一般財団法人宇部市文化創造財団 

 

事 業 計 画 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年２月 

 

 



 

２０２０事業年度 事業計画書 

Ⅰ 基本方針 

いよいよ、「東京２０２０オリンピック・パラピンピック」開催の年となりました。また、
本年は、地方創生のさらなる充実・強化に向けた次期「宇部市まち・ひと・しごと創生総合
戦略（仮称）」のスタートの年ともなります。 

このような中で、本財団は７年目を迎え、宇部市渡辺翁記念会館（以下、「記念会館」と
いう。）及び宇部市文化会館（以下、「文化会館」という。）の指定管理者として、引き続き、
市民の方々に文化・芸術の持つ「人間が人間らしく生きるための糧、生きる力、生きる喜び」
という本来的価値をいかに享受していただくかを念頭におきながら、両会館の管理運営と文
化事業を推進してまいる所存です。 

このため、これまでの６年間の指定管理者として実績と経験を踏まえ、新たな視点、利用
者の視点に立ち、また、市制施行１００周年の先も見据えた計画、取組を行っていけるよう、

主として次のことを重点的に取り組んでいきます。 

 

１ 市策定の「第四次総合計画・後期実行計画」や「第二次文化振興ビジョン」の施策と連
動しながら、引き続き組織目標の設定や業務の計画・執行を図る。 

 

２ 市が実施する「『東京２０２０オリンピック・パラリンピック』レガシー形成事業」を
市と連携して継続的に実施し、地元への誇りや愛着心を育んでいけるよう進める。 

また、政府が取り組む「日本博」を見据えながら、市や関係団体などと連携し、宇部の
文化芸術や両会館の魅力を発信し関係人口の増加が図られる取組を引き続き行っていく。 

 

３ 両館の歴史や特性を踏まえ、館内外を有効活用した事業や宣伝を実施するとともに、子
ども達や若者が集える環境をつくり賑わいを創出していく。 

また、市の重点プロジェクトである「ＩＣＴ・地域イノベーション推進プロジェクト」

と連携し、ＩＣＴ・ＩＯＴを活用した記念会館・文化会館の事業運営・サービス向上を
図るシステムを導入していくとともに、革新的な技術を様々な分野に展開していく
「Society5.0時代」の実現を目指した取組を検討し、次世代型文化施設を目指していく。 

 

４ 「市制施行１００周年」における文化事業等に積極的に参画していくため、文化・芸術
に関する様々な経験とノウハウ、活動を支える組織力を活かしながら、これまで財団で
育成してきた人材を動員して実施できる事業を検討する。また、将来の文化活動をけん
引していく市民等の育成を更に図るとともに、今まで以上に子ども達が文化を通して将
来に夢を持ちチャレンジしていける機会の創出を図る。 

 

５ 自主文化事業の実施については、２０１９年度から５年間の中期的実施テーマを「人と
人 人と文化をつなぐ ～会館に集い・出逢いの場に～」と定めたことから、本テーマ

を基に、事業の選定と実施を行い、子どもから高齢者まで、あらゆる世代の市民が、い
つでもどこでも文化に触れる機会を創出していく。 

 

６ 市民一人ひとりがアートに触れることができる“まち”、誰もがアートを楽しむことが
できる“まち”の実現を目指すための人材を育成していく。 



 

Ⅱ 事業概要 
  定款第４条に掲げる６事業について、具体的に以下のとおり実施する。 

１ 文化行事開催事業 

（１）ステージ事業 

 

●自主文化事業【ステージ事業】                    (単位:千円)   

No. 実施時期 事業名／実施概要 【目的】【効果】【ターゲット】 会場 事業費 

１ 9 月 

中下旬 

【主催：宇部好楽協会】 

＊共催事業 

「西川悟平ピアノリサイタル 

～７本指のピアニスト～」 

 

ニューヨークで大喝采を浴びた

奇跡のピアニスト。突然訪れた難

病に絶望した日々から復活を遂

げた奇跡の音色をお届けする。 

【目的】ホールの特性を活かした、国際 

的に活躍するアーティストの公演を実施

することにより、普段触れることの少な

いトップアーティストの鑑賞機会を提供

する。 

【効果】絶望的な環境から復活し、世界

で活躍しているアーティストの話と演奏

を通じて、経験価値が高まるとともに、

鑑賞者のその後の生きる力、活力となる。 

【ターゲット】30～60 歳代女性・男性 

 

記念

会館 

－ 

２ 

 

11/28 

（土） 

【理事長専決処分】 

「五嶋 龍デビュー２５周年 

ヴァイオリン・リサイタル」 

 

７歳でパシフィック・ミュージッ

ク・フェスティバルにおいて、パ

ガニーニのヴァイオリン協奏曲

第１番を演奏しデビューを飾っ

た五嶋龍。そのデビューから２５

年の記念すべきリサイタル公演。 

【目的】ホールの特性を活かした、国際 

的に活躍するアーティストの公演を実施

することにより、普段触れることの少な

いトップアーティストの鑑賞機会を提供

する。 

【効果】大都市圏でしか鑑賞することの 

できないアーティスト公演を実施する 

ことにより、記念会館の文化的価値と地

元宇部への愛着、アイデンティティーの

再認識を図ることができる。 

【ターゲット】40～70 歳代女性・男性 

 

記念 

会館 

7,070 

３ 調整中 

（7 月 

又は 

10 月） 

ＮＡＯＴＯ 

ヴァイオリンコンサート（仮称） 

 

幅広いシーンで活躍するボーダ

レスバイオリニストＮＡＯＴＯ。 

ソロ活動はもとより、ステージ音

楽プロデュース、映画音楽やＣＭ

音楽なども手がけるＮＡＯＴＯ

によるハイクオリティなヴァイ

オリンコンサート。 

 

【目的】ホールの特性を活かした、国際 

的に活躍するアーティストの公演を実施

することにより、普段触れることの少な

いトップアーティストの鑑賞機会を提供

する。 

【効果】舞台公演を鑑賞することにより、

感動の創出と経験価値を高めることにつ

ながる。 

【ターゲット】40～50 歳代女性・男性 

記念

会館 

3,110 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

No. 実施時期 事業名／実施概要 【目的】【効果】【ターゲット】 会場 事業費 

４ 2021 年 

1～3 月 

「古典芸能コラボレーション 

～古典芸能三昧～ 

 

大衆芸能ではあるものの、文化に

触れるきっかけとなりやすい伝

統的な話芸であり、根強いファン

の多い「落語」を中心とした古典

芸能の公演。 

【目的】次代を担う子ども達や市民に良

質な日本の伝統文化の鑑賞機会を提供す

る。 

【効果】会館寄席として気楽に楽しめる

演者と演目を選び継続的に開催すること

で、鑑賞者の育成と、財団の友の会の会

員継続につなげる。 

【ターゲット】30～60 歳代女性・男性 

 

文化 

会館 

6,284 

５ 11/13 

（金） 

予定 

≪プロモーター提案枠≫ 

2020 年松竹特別公演 

「毒薬と老嬢」 

 

タレント久本雅美、女優藤原紀香

が初タッグを組む舞台公演。アメ

リカの劇作家ジョセフ・ケッセル

リングによる戯曲で、ブロードウ

ェーで 1941 年に初演され上演

1400 回を超えるロングランとな

ったブラックコメディーの名作。 

 

【目的】記念会館においてあまり実施さ

れることない舞台を上演することによ

り、来場する機会の少ない顧客の来場機

会を創出する。 

【効果】舞台上演に間近に触れることに

より、鑑賞の機会の創出と経験価値を高

める。ターゲットを友人同士、若い主婦、

そのパートナーに据え、感動の共有を育

むことにつながる。 

【ターゲット】30～60 歳代女性・男性 

記念

会館 

 

－ 

６  

 

 

 

 

 

 

 

4/11 

(土) 

6/4 

（木） 

 

9 月 

中旬 

≪協力事業実施枠≫ 

宇部市内団体やプロモーター実

施事業を積極的に誘致すること

により、友の会や宇部市民の文化

に触れる機会を創出する。 

 

【令和 2 年 1 月末現在 

 決定している協力事業】 

「第２回ホワイエコンサート」 

  主催：コンセール ド トワロ 

「古澤 巌～品川カルテット 

コンサート２０２０in 宇部」 

主催：宇部好楽協会 

「神田将＆米津真浩コンサート」 

  主催：宇部音鑑 

 

【目的】宇部市内の文化団体、実行委員

会やプロモーターと連携し、協力事業と

して実施することにより、アーティスト

公演の実施が増えるとともに、鑑賞機会

の少ない層への普及啓発となり、文化の

愛好者の拡大につながる。 

【効果】協力事業の実施により、経費の

リスクを抑え、実施事業のバリエーショ

ンが広がり、ひいては友の会の会員の増

加と多様な文化の提供につなげる。 

【ターゲット】20～70 歳代女性・男性 

記念 

会館 

－ 

 



 

 

●市受託事業【ステージ事業】                      (単位:千円) 

No. 実施時期 事業名 実施概要 会場 事業費 

１ 8 月 

上旬 

(予定) 

「全国小・中学生 

箏曲コンクール in 宇部」 

【継続事業】 

全国の小・中学生を対象にコンクールを

開催し、伝統文化である箏曲の普及・振

興を図るとともに、地域文化活動の促進

や子ども達の豊かな人間性と情操の育成

を図る。 

文化

会館 

1,194 

２ 12 月 

中旬 

（予定） 

「第九『歓喜の歌』で 

HAPPY END 2020 

   in 渡辺翁記念会館」 

【継続事業】 

１年の締めくくりに、山口県にゆかりの

ある出演者等によるステージのほか、そ

の方達と地元オーケストラ、市民から一

般公募で結成された合唱団が一緒に「第

九」を大合唱する。今年度も更なる若者

の参画を図る。 

記念

会館 

290 

３ 9 月～ 

12 月 

(予定) 

 

「宇部市『芸術祭』」 

【継続事業】 

市民音楽祭、吟剣詩舞道、邦楽演奏、演

劇、奇術、文連フェスティバルなどを各

種文化団体が実施。 

文化

会館

ほか 

320 

 

 

（２）展示事業 

●自主文化事業【展示事業】                                              (単位:千円) 

No. 実施時期 事業名 実施概要 会場 事業費 

１ 未定 展示事業 

コラボレーション芸術祭 

又は宇部にゆかりのある 

画家の記念展 

 

【継続事業】 

50 年続く芸術祭の展示事業と財団の企

画する展示事業がコラボレーションす

ることにより、新たな発見と感動を生み

出すとともに、芸術祭の新展開につなげ

る。または、文化会館の特性を活かしな

がら宇部にゆかりのある画家の記念展

示を実施することにより、会館や地元へ

の誇りと愛着を持つことにつながる事

業。 

文化

会館 

1,000 

 

 

●市受託事業【展示・文芸事業】                                          (単位:千円) 

No. 実施時期 事業名 実施概要 会場 事業費 

１ 9 月～ 

12 月 

(予定) 

 

｢宇部市『芸術祭』」 

【継続事業】 

 

【展示】写真、手工芸、絵画・彫刻、 

陶芸、華道、木彫篆額、俳画、 

書道、古典園芸、ばら、ラン、 

優良文芸作品展 

【文芸】詩、短歌、俳句 

文化

会館

ほか 

1,487 

 



 

２ 文化活動支援及び人材育成事業 

（１）活動支援事業 

 

●【文化事業協力・広域連携事業】                                        (単位:千円) 

No. 実施時期 事業名 実施概要 会場 事業費 

１ 通年 「若手音楽家育成」事業支援 

【継続事業】 

市内で吹奏楽を行っている児童・生徒及

び、宇部ジュニア・アンサンブルのメン

バーたちの技術のレベルアップを図る

事業。アーティスト・イン・レジデンス

事業と連携して、指揮者による楽曲指導

などを実施し、将来的に吹奏楽とアンサ

ンブルとのコラボレーションを実施し

ていく素地をつくり、育成を図る。 

記念

会館 

・ 

文化 

会館 

ほか 

600 

２ 適宜 「記念会館活用・活性化 

ＰＲ事業」 

【継続事業】 

文化に触れる機会の少ない層への会館

来場のきっかけづくりと、記念会館のロ

ビーや特性をいかしながら事業を実施

する。地元アーティストの活用や食等の

イベントを交えることで、記念会館及び

市の中心部の賑わいを創出する。 

また、開館 80 周年を迎えた記念会館と

40 年を迎える文化会館の利用者を拡大

していくため、新たな利用方法なども含

め、ＰＲや広報宣伝を継続的に実施す

る。 

記念

会館 

500 

 

 

●【市民文化活動支援事業】                       (単位:千円) 

No. 実施時期 事業名／実施概要 【目的】【効果】【ターゲット】 事業費 

１ 募集 

４月 

以降 

（予定） 

「市民文化活動支援事業」 

【継続事業】 

市内で開催される文化事業で、

財団が定める要件を満たす事業

を対象に、当該事業を実施する団

体に対し、助成金（予算の範囲内）

の交付やチケット販売・広報の支

援を行う。 

次世代育成や社会的貢献性の

高い事業を重視する。 

【目的】先人が育んできた宇部独自の文化活動

や次代を担う青少年等への人材育成に対して

支援し、市民と財団が協働で文化によるまちづ

くりを推進する事業。 

【効果】人材育成や他団体とのコラボレーショ

ン、市民参加のワークショップ実施から成果発

表等、特色ある事業に対して助成することによ

り、次世代の青少年の健全な育成や文化活動団

体の育成につながる。「beyond2020プログラム」

への幅広い参画を促す。 

【ターゲット】宇部市内の文化活動団体 

1,000 

 



 

（２）人材育成事業 

①文化活動者等市民に対して 

 

 ●【人材育成・創造事業】                        (単位:千円) 

No. 実施時期 事業名／実施概要 【目的】【効果】【ターゲット】 会場 事業費 

１ 日程 

調整中 

【次世代育成】 

子ども向け 

鑑賞公演＆ワークショップ 

【継続事業】 

 

子ども向けではあるが、本格的 

な音楽やオペラを楽しめ、子ど

もから大人まで満足度の高い公

演を実施する。楽器や身体表現

の体験やワークショップ等実施

することで、次世代の文化・芸

術への興味関心を深めていく。 

 

【目的】次代を担う子どもたちに、良 

質な文化・芸術を鑑賞・体験する機会

を提供することで心豊かに健やかに

育っていく環境整備を図る。  

【効果】公演を鑑賞することで、文化 

がより身近なものになり、また、親 

子・家族での感動を共有することで経 

験価値が高まり、ひいては心豊に生活 

できるまちづくりにつながる。 

【ターゲット】 

5～30 歳代の親子・家族 

記念

会館 

 

3,320 

２ 8/23 

（日） 

【国際交流イベント実施事業】 

    【継続事業】 

「情熱のタンゴ トリアングロ 

 ～ダンス＆コンサート」 

 

第一線で活躍するバンドネオン

奏者・啼鵬(ていほう)が国内最

高峰の実力派メンバーの演奏と

ダンスを繰り広げる公演。県内

市内のタンゴのダンサーとの舞

台共演企画も検討することで、

客席と舞台の一体感が生まれ、

文化活動者との協働推進のでき

る事業。 

 

【目的】より広い視野で世界の文化に

触れ、鑑賞することで、国際交流につ

ながるとともに、改めて自国の文化の

素晴らしさにも気づける鑑賞の機会

を提供する。 

【効果】文化の違いや多様性の素晴ら

しさに気づくとともに、ひいては

2020 年東京オリンピック・パラリン

ピックの際の訪日外国人の方々とも、

自信を持って対応し、自国に誇りを持

つことにつながる。 

【ターゲット】10～60 歳代親子家族 

記念

会館 

2,796 

３ 調整中 【次世代育成】 

古典音楽 

 鑑賞公演＆ワークショップ 

【継続事業】 

邦楽の古典音楽を通じて、文化

活動者の育成を図るとともに、

次代を担う子ども達や若者に、

日本古来の文化の素晴らしさを

認識し触れる機会を創出する。 

 

【目的】普段あまり鑑賞する機会の少

ない音楽・古典音楽等、日本文化の鑑

賞を通じて、地域の文化振興と活動者

の育成を図る。 

【効果】鑑賞とワークショップを連動

させた事業を実施することで、より 

文化に興味関心を持った鑑賞者の育

成と、音楽文化の底辺の拡大を図り、

将来の音楽を通してのまちづくりに

つなげる。 

【ターゲット】市民全般 

記念

会館 

又は 

文化 

会館 

1,900 



 

 

 

 

(単位:千円) 

No. 実施時期 事業名／実施概要 【目的】【効果】【ターゲット】 会場 事業費 

４ 調整中 アートマネージャー養成講座 

 第５弾  

「ワークショップリーダー 

養成講座～上級編～」 

【継続事業】 

平成 27年度から実施してきたア

ートマネージャー養成講座。一

昨年度からは、演劇的手法を用

いたワークショップを組み立

て、進めることのできる人材（＝

リーダー）を養成する講座を実

施。今年度は上級編として、地

域での実践に重点をおいて行

う。 

【目的】次代を担う子どもたちの、良

質な体験機会を創出できるような、ワ

ークショップリーダーの養成を図る。 

【効果】ワークショップリーダーの素

質に求められる「その場で起きている

ことを、その人を、全て受け入れ共感

する」という能力を育んでいくことに

より、人とのつながりの現場で発生す

る問題の解決につながる力となる。 

【ターゲット】市民全般 

文化 

会館 

ほか 

560 

５ 調整中 宇部市市制施行 

100 周年記念事業関連 

アートマネージャー養成講座 

関連事業    【新規事業】 

 

宇部市民参加プロジェクト「子どもミ

ュージカル」のシナリオ構築に係る事

業を実施し、100 周年のミュージカル

実施に向けて、舞台創造と同時に人材

育成も行っていく。 

－ 1,000 

６ 6 月 

～ 

12 月 

(予定)  

 

宇部市総合戦略 

アートによるまちづくり 

「アーティスト・イン 

・レジデンス」連携事業 

【継続事業】 

「アートによるまちづくり 

『アーティスト・イン・レジデ

ンス』」連携事業として、アーテ

ィストによるワークショップ等

を実施し、子ども達をはじめ市

民がアートに接する機会を創出

する。 

【目的】宇部市が実施する「アーティ

スト・イン・レジデンス」に連動して、

アーティストによる合唱指導のワー

クショップ等の事業を実施する。 

【効果】アーティストとの交流や教育

活動を通じて市民の文化への興味関

心がさらに深まり、経験価値が高まる

ことでより豊かな生活及び社会活動

につながる。 

【ターゲット】市民全般 

＊「若手音楽家育成」事業支援 

 と連携 

市内 500 

７ 調整中 宇部市市制施行 

100 周年記念事業関連 

「アーティスト・イン 

・レジデンス」関連事業 

【新規事業】 

 

 

宇部市民参加プロジェクト「子どもミ

ュージカル」作品の作詞・作曲構築に

係る事業を実施し、100 周年のミュー

ジカル実施に向けて、舞台創造と同時

に人材育成も行っていく。また 100

周年後も継続上演していけるよう制

作をすすめる。 

－ 1,000 

 



 

 

(単位:千円) 

No. 実施時期 事業名／実施概要 【目的】【効果】【ターゲット】 会場 事業費 

８ 調整中 

 

【バリアフリーアート】 

「心とアートの 

バリアフリー事業」（仮称） 

        【継続事業】 

幼児から高齢者、障がいを抱え

る方、また外国の方など、誰も

が楽しめる文化事業を実施す

る。 

【目的】会館への来場を待つだけでは

なく、様々な場所へ出向いて文化を届

けるなど、市民のニーズや生涯学習の

多様化にも対応できる事業を実施す

る。 

【効果】文化事業等への参加を通じ

て、感動や出来る喜びを体験し、経験

価値が高まることで、心豊かに生活で

きるまちづくりにつながる。 

【ターゲット】市民全般 

＊2019 度は「むべの里『クリスマス・ 

イルミネーション・イベント』にて 

文化事業を実施 

 

記念

会館 

・ 

文化

会館 

・ 

市内 

300 

 

 

 

●市受託事業【普及・育成事業】                     (単位:千円) 

No. 実施時期 事業名 実施概要 会場 事業費 

１ 7 月～ 

2 月(予定) 

「子ども伝統文化 

わくわく体験学校」 

【継続事業】 

華道、詩吟、舞踊など伝統文化のほ

か、多彩なジャンルの体験教室を開

催。 

文化 

会館

他 

77 

２ 9 月～ 

1 月(予定) 

「子ども文化夢教室」 

【継続事業】 

各ジャンルの指導者による、学校で

のアウトリーチ・ワークショップ型

文化教室を開催。 

各小

学校 

562 

３ 未定 「子ども夢・ 

  チャレンジ事業」 

【継続事業】 

アーティストを招き、子どもたちに

将来への夢や希望・目標などを考え

る機会を創出する。 

記念

会館 

1,019 

４ 

 

 

 

通年 「アートパフォーマーバンク」

管理運営 

【継続事業】 

市にゆかりのあるアートパフォーマ

ーの人材情報を集積・管理し発信す

る制度＝アートパフォーマーバンク

の運営を行い、人材の活動の場を支

援する。 

－ 331 

５ 

 

 

通年 アートマネージャー養成講座 

第５弾～番外編～ 

ＵＢＥアートコミュニケーター 

 養成講座（仮称） 

【新規事業】 

 

市民の創造的な活動を支援し、誰も

が気楽に文化に触れられる機会を創

出する人材を養成する講座を実施す

る。 

－ 未定 

 



 

 

②財団職員に対して 

 ●【接遇の向上】サービスの向上のためには、職員の接遇意識・技術の向上が必要不可欠 

である。内部研修だけでなく外部講師を招いての研修を実施し、「おもてなし」の心で 

の接遇を念頭におき職員の接遇に対する利用者の声には速やかに対応し、職員の意識改 

革を行っていく。具体的な接遇の向上の方策としては、徹底的な研修の必要性があるた 

め、飲食店等民間事業所への派遣研修など OFF-JT（実地研修）を行い、より一層の 

サービスの向上を図る。 

市民や会館利用者及び来場者等を気持ちよく迎え、笑顔で帰っていただくことを第一義 

 に考える。特に、障がい者への差別解消や自主的な配慮を実践し、その他高齢者や 

子ども等に対しても細やかに配慮する。 

 

●【人権研修・ハラスメント研修・メンタルヘルス研修の実施】職員の人権意識等を高め 

るために専門講師を招聘して人権研修やメンタルヘルス研修を実施し、明るく働きやす 

い職場づくりを推進するとともに、利用者の立場に立った配慮ある対応へつなげていく。 

また、内部研修や、職員ミーティングの拡充等を図り、組織全体の意思疎通や能力の向 

上を進めていく。 

 

●【外部研修への参加】引き続き全国公立文化施設協会や山口県公立文化施設協議会が 

実施する研修や、文化庁の講師派遣型支援事業の活用を図り育成を進める。 

【具体的な研修事例】 

◇全国劇場・音楽堂等研究大会 

◇全国劇場・音楽堂等アートマネジメント研修会 

◇劇場・音楽堂等への芸術文化活動支援（派遣型）事業 

◇地域創造 ステージラボ               等 

 

●【職員の資質向上】防犯・防火・地震対策、ＡＥＤ研修等の会館利用者に対する安全 

対策、障がい者対応、関係法令等の内部研修会や外部講師による非常時等の危機管理 

研修を実施する。また、両会館の舞台等技術職員には、新しい技術や知識を取得するな 

ど、必要な研修会に積極的に参加できる体制をつくる。また、取得した知識や技術を 

他の職員にも還元し、職員間の交流が活発になるようにする。 

職員全体が組織の健全・円滑な経営感覚をもちながら、常に予算等の進捗管理を念頭に 

おいて、業務に取り組んでいく。 

 

 

３ 意識啓発及び情報発信事業 

（１）意識啓発事業 

●文化活動団体や地元企業団体等の会合に積極的に参加し、財団のＰＲや友の会への勧誘、 

自主文化事業の宣伝を行い、財団の支援者や理解者を増やしていく。 

 

●テレビやラジオなどのメディアに積極的に出演し、財団の取組や実施事業等を宣伝し、 

啓発の効果を高めていく。 

 

●行政、文化団体、観光コンベンション協会等との連携を強化し利用促進を図る。 



 

●利用率の低い時期、年度などあるため、県外プロモーターや県内企業等を訪問し、利用 

促進プラン等をＰＲするなど、積極的な営業活動を行っていく。 

 

●マスコミや県外プロモーターなどへ記念会館での鑑賞事業の開催を働きかけるなどの 

取組も行っていく。 

 

●過去利用者、行政、文化団体、学校等へ働きかけて利用促進につなげていく。 

 

●財団友の会 

・財団の重要な支援者である財団友の会。財団の活動を理解いただき、会員数の確実な 

増員を図るため、リピーターとして来場いただける魅力的な自主文化事業の企画立案に 

努める。財団友の会チケット先行予約、チケット価格設定等工夫を凝らしていく。 

・文化・芸術に対する最大の理解者であり、財団を支えてくださっている「お得意様」で 

ある。財団の重要な支援者である会員との関係性を深めていくことが重要であり、年間 

の会員の更新率を高めるため、サービスの向上を検討していく。 

・新規会員の入会を促すため、魅力的な事業を実施することはもとより、会館へ足を運ん 

でくださるお客様へ、文化・芸術への興味関心を高める内容のチラシ配布など「将来の 

会員を育成する」視点でアプローチを実施していく。 

 

●財団市民サポーター 

・財団の重要な支援者である財団市民サポーター。参加者一人ひとりの役割や意義を浸透 

させ、市民の方々の関心を高め、賛同者や加入者を今後も増やしていく。 

・加入者との連絡体制を密にし、積極的に情報提供していくことで、イベント時の協力参 

加者の方が増えるように努める。 

・年度当初には、財団職員とサポーターとの意見交換の場や合同の研修会を行うとともに、 

表彰や特典付与制度など、活動に充実感や達成感を得られるようにすすめていく。 

 

 

 

（ア） 友の会 会員数【H25~30 実績／2019 目標／2020.1 月末の現状／2020 目標】 

事業年度 

種 類 
H25 H26 H27 H28 H29 H30 

2019 

目標 

2020.1 月末 

現在 

2020 

目標 

個人会員（人） 61 167 323 402 428 507 450 447 460 

法人会員（団体） 6 14 25 46 44 33 46 43 47 

 

 

（イ）財団市民サポーター数【H25～30 実績／2019 目標／2020.1 末の現状／2020 目標】 

事業年度 H25 H26 H27 H28 H29 H30 
2019 

目標 

2020.1月末 

現在 

2020 

目標 

ｻﾎﾟｰﾀｰ数（人） 31 39 47 56 61 59 63 57 66 

 



 

（２）情報発信事業 

●「メディアミックス」 

新聞・雑誌・ラジオ・テレビ・フェイスブック・インスタグラムなどのＳＮＳを 

事業内容に応じて組み合わせ、効果的な情報発信を行っていく。 

 

  ●情報誌「イベントガイド」「イベントインフォメーション」 

掲載内容やトップページに工夫を凝らし、市民の方々が興味を持ち、会館に足を 

運んでいただき公演の鑑賞者やイベントへの参加につながる誌面作りに努める。 

 

  ●「ホームページ」 

障がいを持った方をはじめ、高齢者や子どもなど、誰でもわかりやすい表示に努め、 

財団自主文化事業だけでなく、記念会館・文化会館等で実施されるイベントをタイ 

ムリーに情報提供していく。 

 

  ●その他 

    無料で掲載できる冊子やパブリシティ等を積極的に活用するとともに、他の組織の 

情報誌やホームページ等への掲載利用を行い、効果的な発信を行っていく。 

 

４ 調査研究及び資料収集事業 

（１）調査研究事業 

  ●利用者からのアンケート結果や、他都市の財団や文化施設などからの情報をもとに、 

マーケティング分析等を行い、自主文化事業の選定や今後の財団運営方法を常に検討 

していく。 

 

●ペアチケットやグループチケットの設定、障がい者や外国の言語等に配慮したチケッ 

 ト販売方法を研究し、利用者の購買意欲向上につなげる工夫をしていく。 

 

（２）資料収集事業 

●安定した事業経営や規模の大きい文化事業を実施している先駆的な他団体のノウハ 

ウ等を吸収するための資料収集を進めていく。 

 

●県内外の大手プロモーター等との日頃からのコンタクトや積極的な直接訪問により、 

信頼関係づくりの構築とともに、有益な情報収集を図る。 

 

●全国公立文化施設協会や山口県公立文化施設協議会をはじめ、助成金支援を実施して 

いる団体等からの情報をこまめに収集し、市民や文化活動団体へ情報を効果的に提供 

していく。 



 

 

５ 施設管理運営事業 

●維持管理業務 

①【重要文化財・記念会館の保存と活用】国指定重要文化財である記念会館は、一部改正 

された文化財保護法から、適切な保存と効果的な活用を念頭に置いた管理運営を行う。 

 

②【安全・安心な適切な管理】危機管理体制の充実や安全衛生活動の促進、利用者への 

案内、警備員による巡回等により、利用者が安全な環境の中で安心し、快適に施設を 

利用できるよう努める。 

 

③【利用者への適切な使用法のご案内】破損などが生じた場合、原状回復ができない部分 

がある記念会館は、その点を利用者の方々にもご理解いただき、机・椅子等を動かす 

時には引きずらないなど、適切な使用法をご案内し、保存に努める。 

 

④【職員の安全衛生・危機管理意識の徹底】経験豊かな人材を配置し、文化施設としての 

機能を十分果たせる管理業務を行う。 

 

⑤【効率的で経済的な維持管理と適切な保守点検の実施】効率的で経済的な維持管理に 

努め、管理経費の節減を図る。施設の老朽化に伴い、今後益々適切な維持管理が必要 

となるため、定期的な保守点検だけでなく、職員による日常点検を実施し、計画的な 

予防保全に努める。 

 

⑥【環境への配慮】節電、節水、省エネルギー等に努めるとともに、廃棄物発生を可能な 

限り抑制し、環境負荷に配慮する。 

 

⑦【設置者や地域社会との連携】市（設置者）との連携を密にし、施設の現状や課題など 

必要な情報を共有するため、適切な報告や資料提出を行う。地域社会や文化団体など 

と連携し、社会的責務を果たす。 

 

⑧【設備・備品の適切な管理】施設や備品の使用及び保管は、市の基準に準じた備品台帳 

により適正に行う。なお備品の修理・交換が必要な場合はその都度、市（設置者）と 

協議を行う。 

 

 

●運営業務 

①【公正で公平な利用の確保と安全で快適な環境づくり】利用者が安全で安心して利用 

できるよう、適切な運営業務を行う。施設の設置目的との整合性を図りながら、市民 

の平等な利用の確保に努める。 

 

②【適正で平等なサービス水準の向上】利用者が快適に施設利用できるよう適正なサー 

ビス水準を維持しながら、常に業務の改善・効率化と運営費等の節減を図る。外部 

委託業者への複数年契約の導入、記念会館と文化会館の施設協働契約等を行うこと 

によりコスト削減を図る。また職員の経費削減の取組はもとより、利用者の方々にも 

冷暖房温度の設定、水の節約等省エネルギーや環境への配慮と協力をお願いする。 

 



 

③【利用促進に努める運営と情報発信】様々な媒体による広報活動や幅広い営業活動を 

行い、施設の利用促進を図るとともに、利用者や地域住民へ情報発信をおこなう。 

プレイガイドとして様々なコンサートやイベントのチケットを取り扱い、文化や地域 

の情報を提供する。 

 

④【安定的収入の確保】施設利用料・付帯設備使用料の安定的な確保に向けて、宇部市内 

だけでなく県内における営業活動を行う。 

 

⑤【市民参画による運営】当財団設立当初より導入している財団市民サポーターは、財団 

において自主文化事業を実施するにおいて、なくてはならない支援者となっている。 

これまで事業に携わった活動者が地域において幅広く活動できるように財団側から 

も支援していく。今後もサポーターミーティングを実施するなど、施設運営の様々な 

場面に市民が参画できる仕組みの充実に努める。 

自主文化事業の決定については、「自主文化事業企画検討会議」を設置、委員を任命 

することにより、広く披見を賜りながら、実施していく事業を決定していく。 

 

⑥【職員の実績を活かしたアドバイスと技術支援】会館利用者の方や、文化活動者などを 

サポートするために、職員の専門性を活かした施設利用に対する適切なアドバイスを 

積極的に行う。 

 

⑦【法令遵守（コンプライアンス）を徹底した管理運営】施設管理に関する消防法等の 

諸法令や個人情報の適切な管理、労働基準法などの職員の労働環境の整備に関する 

法令など、全ての法令等を遵守し、コンプライアンスを徹底した運営業務を行う。 

 

⑧【利用者の声を活かした運営】記念会館・文化会館に来られるすべてのお客様に対し、 

全職員がサービス業であることを念頭に置き接客をする。利用者の立場に立ち、何を 

望んでいるかを的確に把握し、快適に利用いただけるよう迅速かつ柔軟な対応をし、 

お客様の声を反映させた管理運営に努める。宇部市からのモニタリング（市実施の利 

用者アンケートのお客様の声反映）調査の結果を真摯に受け止め、利用者の立場に 

立った公平・平等なサービスに努める。 

 

 

 
2017(H29)年度 

実績 

2018(H30)年度 

目標 

2019 年度 

目標 

2020 年度 

目標 

記念会館・文化会館 

延べ来場者数 
156,009 人 158,000 人 161,000 人 164,000 人 

記念会館公演等回数 116 回 102 回 104 回 106 回 

文化ホール公演等回

数 
98 回 107 回 109 回 111 回 

 



 

●【記念会館 利用促進（活用活性化）事業】               (単位:千円) 

No. 実施時期 事業名／実施概要 【目的】【効果】【ターゲット】 会場 事業費 

１ 通年随時 ◆参加型事業 

「記念会館をもっと知ろう！」 

①幼稚園・保育園・小学校・中学校 

単位にて実施    【継続事業】 

②親子・家族向け   【継続事業】 

③心も体も健康になろう【継続事業】 

 

身近にありながら、あまり知らない「渡

辺翁記念会館」。その歴史と建築物とし

ての魅力を「劇場・ホール探検ツアー」

として体験する。また西日本一の音響

として名をはせるホール内で音の響き

を体験するとともに、参加者が将来の

活動者になれるような感動体験の演出

も組み込む事業。また、健康体操やけ

ん玉大会、記念会館にまつわる謎解き

ゲーム等を併せて行う事で、幅広い年

齢層の興味を持って貰える様にする。 

【目的】ホールの特性と文化的

価値の再認識を促す事業。 

【効果】普段とは違うホール空

間を見学し、音の素晴らしさ等

を体験することで、感動を共有

し、地元宇部への愛着とアイデ

ンティティーが再確認できる

とともに、自己肯定感へとつな

がる。また、経験価値が高まる

ことで鑑賞者や活動者へとつ

ながっていく事業。 

【ターゲット】 

①市内幼稚園・保育園・小学校 

・中学生 

※学校・園単位にて受入・実施 

②小学生などの親子・家族 

③高齢者・各種施設入居者等 

記念 

会館 

及び 

ロビー 

80 

２ 8 月 

ほか 

◆体験型事業 

「ぶちえぇ響き！貸し切り記念会館」 

【名称変更・継続事業】 

2018 年度まではグランドピアノの「ス

タインウェイを弾こう！」として実施。 

より市民のニーズに対応するため、ピ

アノだけでなく、得意な楽器演奏、ダ

ンスの披露などに、貸切ることが通常

難しい記念会館のステージでハレの舞

台を体験していただく。 

＊記念会館の空き状況をみて年に数回 

実施。 

【目的】ホールの特性と文化的

価値の再認識を促す事業。 

【効果】ホールの空間を、自分

の特技（ピアノ、楽器演奏、ダ

ンス等）で満喫することによ

り、舞台に立つことの満足感を

味わい、その後の文化活動へと

つながっていく事業。 

【ターゲット】 

 市民全般 

＊使用ピアノはヤマハグラン

ドピアノ 

記念 

会館 

36 

３  

 

 

 

 

 

未定 

未定 

未定 

≪渡辺翁記念会館活用誘致事業≫ 

           【継続事業】 

ロビーや記念会館を利用して実施する

事業を誘致し、参加者に気軽に足を運

んでいただけるように実施する。 

 

「コスプレ・イベント」 

「ロビー・コンサート」 

「避難訓練コンサート」（仮称） 

             など 

【目的】ホールの特性と文化的

価値の再認識を促す事業。 

【効果】文化の鑑賞機会の少な

い層には会館への来場のきっ

かけとなるとともに、音楽活動

者の発表の場の創出や、鑑賞者

が活動者に発展する等、文化の

愛好者・活動者の拡大につなが

り、ひいては記念会館とまちな

かの賑わいの創出につながる。 

【ターゲット】 

10～70 歳代の女性・男性 

記念 

会館 

及び 

ロビー 

(500) 



 

 

６ その他事業 

●「東京五輪レガシー形成事業」を市と連携して実施し、地元への誇りや愛着心を育んで

いけるよう進める。 

 

●財団が実施する文化事業の中で、「東京オリンピック・パラリンピック」を踏まえ展開 

される「beyond2020」に認証される事業が増えるよう、日本文化の魅力発信や多様性・ 

国際性への配慮を取り入れていく。 

また、政府が取り組む「日本博」を見据えながら、市や関係団体などと連携し、宇部の

文化芸術や両会館の魅力を発信し関係人口の増加が図られる取組を行っていく。 

 

●両館以外でも文化によるまちなかのにぎわい創出を図るため、(株)にぎわい宇部などと 

連携していく。 

 

●市の重点プロジェクトである「ＩＣＴ・地域イノベーション推進プロジェクト」と連携 

し、ＩＣＴ・ＩＯＴを活用した記念会館・文化会館の事業運営・サービス向上に努める。 

また、革新的な技術を様々な分野に展開していく「Society5.0時代」の実現を目指した

取組を継続的に検討する。 

 

 

●【その他事業】                            (単位:千円) 

No. 実施時期 事業名 実施概要 会場 事業費 

１ 日程 

調整中 

【共催：宇部市】 

東京五輪レガシー形成事業 

「ＮＥＸＴＲＥＡＭ２１ 

 In 宇部」２０２０ 

【継続事業】 

 

東京五輪に伴う文化プログラムの認証事

業を推進するとともに、財団と市が連携

しレガシー形成につなげる文化事業を実

施し、文化を通じて大会機運を醸成して

いく。 

記念 

会館 

－ 

２ 

 

通年 記念会館・文化会館 

ＩＣＴ化関連事業 

       【継続事業】 

 

 

2019 年度の文化会館内の Wi-Fi 化に引き

続き、これからのＩＣＴ化等の可能性を

見据え、次世代型文化施設を目指し、事

業運営・サービス向上を図るシステムを

導入していくとともに、革新的な技術を

様々な分野に展開していく「Society5.0

時代」の実現を目指した取組を検討する。 

記念

会館 

・ 

文化

会館 

5,000 

 

 


